
○地域再生計画　事後評価結果

地域再生計画の名称 　仙北市「ルリ色の湖」再生計画

計画概要

１．仙北市汚水処理施設の整備の促進

事業の実施状況 ２．公共用水域の水質を良好に保つ

地域再生計画の作成主体の名称 計画期間 平成１７年度　～　平成２１年度　仙　北　市

再生計画区域である仙北市における汚水処理施設は、
 　１）市外部を公共下水道事業と田沢湖畔に隣接するリゾート地
 　　  を特定環境保全公共下水道事業で行い、
   ２）農業振興区域を農業集落排水事業、
   ３）これら以外の散居区域を合併処理浄化槽(個人設置型)事業
 　    で整備を進めております。
 　現在は、公共下水道事業においては区域拡大と認可期間延長のための変更認可申請を行い、引き続き面整備を進めております。特定環境保全公共下水道事業
は、ほぼ完了となっており、今後は周辺地区の開発動向等を勘案しつつ、事業を進めることとしております。さらに農業集落排水事業については、５地区を計画
しており、合併処理浄化槽(個人設置型)事業についても、平成８年度より個人設置型に着手し整備を進めています。
  地域再生計画では、平成１７年度～平成２１年度５ケ年で、農業集落排水事業により１地区(田沢地区)整備し、合併処理浄化槽(個人設置型)事業においては８
８基(５・７・10人槽)、同じく市町村設置型で２５６基の整備を行う予定になっております。

効果発現要因

単位 基準年度 基準年度 基準年度

△68.1

0.7

計画どおり効率的な整備
だでき、汚水処理人口の
普及が図れた。

概ね計画的どおり実施で
き、河川の水質が維持で
きている。
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総合評価と
今後の方針

　事業の成果として、平成２１年度末現在で、汚水処理人口普及率の目標数値72％に対し、実績が68.1％で目標には達しませんでしたが、おおむね目標は達成す
ることができました。また、公共用水域の水質を良行に保つBOD0.5mg/l以下に向上についても目標達成はできなかったものの基準値内の0.7mg/lを維持している。
今後は新たに整備された処理施設について、水質検査、維持管理を適切に行うと共に農業集落排水事業整備と、浄化槽設置整備を進め、さらなる汚水処理人口普
及率の向上を目指します。

△

目標の達成状況

従前値 計画値 実績値 事後評価
効果発現要因

総合所見
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0.9

72.017
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内　　容

目標１

0.5目標２

汚水処理人口普及率６３．０％から７２．０％に向上

ＢＯＤ０．９ｍｇ／ｌから０．５ｍｇ／ｌ以下に向上
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